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回転移動の距離・長方形 

 

 ＡＢ＝３㎝，ＢＣ＝４㎝，対角線の長さが５㎝の長方形ＡＢＣＤを図のように階段の（ア）の位置に置き

ます。階段はそれぞれの段の長さが７㎝で，段の高さは順に４㎝，３㎝，４㎝，３㎝，…と繰り返します。

また，全ての角は直角です。次の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）長方形ＡＢＣＤが５４０度回転したとき，頂点Ａの動いたあとの長さを求めなさい。 

 

（２）頂点Ａの動いたあとの長さが６５.９４㎝になるのは，長方形ＡＢＣＤが何度回転したときですか。 

 

（３）頂点Ａと頂点Ｃの動いたあとの長さが１１回目に等しくなるのは，長方形ＡＢＣＤが何度回転したと

きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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回転移動の距離・長方形（１）２５.１２㎝ （２）１３８０度 （３）４０３２度 

 

（１）長方形ＡＢＣＤは９０度，１８０度，９０度，１８０度，…と回転していきます。 

５４０＝９０＋１８０＋９０＋１８０より，頂点Ａの動いたあとは，図のようになります。 

５×２×３.１４×
１

４
＋３×２×３.１４×

１

４
＋４×２×３.１４×

１

２
＝８×３.１４＝２５.１２（㎝）です。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）長方形ＡＢＣＤは図のように（９０＋１８０）×４＝１０８０（度）回転して，階段の段に対して最

初と同じ位置関係に立ちます。頂点Ａの動いたあとは（３＋４＋５）×２×３.１４×
９０＋１８０

３６０
 

＝１８×３.１４（㎝）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６５.９４÷３.１４＝２１，２１－１８＝３より，あと３×３.１４㎝進めばよいことがわかります。長

方形ＡＢＣＤが９０度回転して，５×２×３.１４×
１

４
＝２.５×３.１４（㎝），次の１８０度の回転で

は頂点Ａは動かず，最後に３０度回転して，３×２×３.１４×
１

１２
＝０.５×３.１４（㎝）ですから，

１０８０＋９０＋１８０＋３０＝１３８０（度）です。 

最難関問題 
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（３）長方形ＡＢＣＤが１０８０度回転する間にそれぞれの頂点が進む長さを３.１４で割ると，以下のよ

うになります。 

 

回転角度 90 270 360 540 630 810 900 1080 

頂点Ａ 2.5 ０ 1.5 ４ ０ ５ ２ ３ 

頂点Ｂ ２ ３ ０ ５ 1.5 ４ 2.5 ０ 

頂点Ｃ ０ ５ ２ ３ 2.5 ０ 1.5 ４ 

頂点Ｄ 1.5 ４ 2.5 ０ ２ ３ ０ ５ 

 

  頂点ＡとＣの動いたあとの長さが１回目に等しくなるのは，どちらも２.５×３.１４㎝進んだときで，

９０＋１８０×
１

２
＝１８０（度）です。 

２回目は，どちらも１２.５×３.１４㎝進んだときで，６３０＋１８０×
４.５

５
＝７９２（度）です。 

３回目は，どちらも１８×３.１４㎝進んだときで，１０８０度です。 

  １１÷３＝３余り２より，１０８０×３＋７９２＝４０３２（度）です。 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 


